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【蒸気機関車６９６６５号機（９６００形）】 

この機関車は通称
つうしょう

96形（キューロク、クンロク）とよばれ、大正年間（1912～1926）に

貨物用として 770輌
りょう

造られたものの一つです。プレート番号の 69665は、666番目に造られ

た 9600形の車輌
しゃりょう

であることを意味します。 

 昭和 15 年からは熊本～大分間の豊肥線上を 30 年以上も活躍した最も熊本にゆかりのあ

る機関車です。大正 12年（1923）に造られてから昭和 48年（1973）に廃車
はいしゃ

するまでの走行

距離は 2,538,921kmに達し、地球 63周分にもおよびました。 
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